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Abstract 
 
 In spite of an increasing use of elastic stockings in the field of sports, the paucity of reports on physiological and morphological 
responses to wearing elastic stockings prompted us to investigate it. The purpose of the present investigation was to clarify the 
physiological effects of wearing elastic stockings for sports on cardiorespiratory responses, peripheral circulation, leg circumference etc. 
during exercise.  Data were collected through a questionnaire, which was then compared against previously reported results. The 
results of the questionnaire revealed that many of the subjects were amateur runners, who exercised as a hobby or for recreational 
purposes. In addition, many of the subjects have some experience using compression stockings, holding the view that it aids the 
recovery of fatigue, promotes blood circulation, and improves their competitive power. On the other hand, although elastic stockings 
increased suppression around the lower leg, physiological effects demonstrated no significant differences in cardiorespiratory responses 
or peripheral circulation. It is concluded that wearing elastic stockings for sports does not a large effect on respiratory responses to 
intense exercise in healthy young people. Questions still remain about the physiological role of elastic stockings, but at this stage, there 
is no alternative but to wait for future research. 
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Ⅰ．はじめに 
 
 近年、競技スポーツの現場において、スポーツ用弾性ス
トッキング（着圧ウェア）を着用している選手を多くみかけ
る。実際に何人かの選手にその効果についてインタビューし
てみると、「履いていると、疲れない。」、「長距離移動中には
必ず履く。」、「足がむくまない。」と言った回答が得られる。
ではいつごろから着圧ウェアを使用するようになったのだろ
うか？推察するところに、2002年当時ドイツブンデスリー
グ 1 部に所属していた、高原直泰選手の影響が多分にあっ
たと思われる。ドイツからの旅客機で移動中に発症したエコ
ノミークラス症候群（静脈血栓症）が大きく取りざたされた
ことは、記憶に新しい。それ以来、多くの航空会社により座
席前ポケットには、飛行中の運動啓発に関するしおりが配備
された。エコノミークラス症候群とは、座位により同じ姿勢
で長時間過ごしたことにより、血流が低下し、むくみが生じ、
次第に血液の粘性が増すことにより、静脈中に血栓が生じる
疾患（深部静脈血栓症1)）である。進行すると、血流により
肺に運ばれ肺塞栓症となり、胸痛、呼吸困難、失神などが現
れ生命に危険を及ぼすこともあると言われている。当初これ
らの予防を目的に着圧ウェアが選手に使用されたと推察され
るが、現在は予防を超えて競技力向上にまでその用途が拡大
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されている。これほどまでに急速に広がった着圧ウェアであ
るが、何を期待して、又どの様なイメージを持って着用して
いるのであろうか。実際にそれらの生体における効果はどの
様なものがあるのだろうか。本研究はスポーツ愛好家を対象
に着圧ウェアに関するアンケート調査を実施し、現状の把握
およびその生理学的効果について検討した。 
 
Ⅱ．本研究の目的 
 
 現在、トップアスリートからスポーツ愛好家まで履かれる
ようになった着圧ウェアであるが、利用目的や着圧ウェアに
対するイメージなどは様々である。また多くの使用者は、そ
の生理学的効果を十分理解せず、着用している場合が多い。
着圧ウェアに関する論文もトレーニング科学的視点、スポー
ツ医学的視点、スポーツ心理学的視点など多くの分野に渡っ
て、その効果を報告している。 
 本研究は、スポーツ愛好家が抱いている着圧ウェアに対す
るイメージおよび現状を把握するために、質問項目をたてア
ンケート形式で調査するとともに、着圧ウェアに関する論文
を引用し、特に生理学的効果について検討することを目的と
した。 
 
Ⅲ．方法 
 
１．日時および場所 
 期間は、2010年 8 月25日（水）～ 8 月30日（月）の 6 日
間、日中10時～17時の間に法政大学市ヶ谷キャンパスボア
ソナード・タワー10階に設置された、広さ約40㎡の測定室
においてアンケート調査を行った。 
 室温は、全館管理システムによって25～28℃に保たれて
いた。 
 
２．被験者 
 対象は、主催者（株式会社スキンズと株式会社カスタムプ
ロデュース）が、期間限定で公開したの「スキンズ スキャ
ニング プロジェクト イン ジャパン」のモニター実験への
応募者（被験者）で、健康な男女368名（男：241名、女：
127名）であった。募集方法は主催者がWebサイトにおいて、
その詳細を明記し、それに賛同した被験者が自らの意思にお
いて参加を申し込んだ。被験者の年齢構成は、20代：34名、
30代：150名、40代：149名、50代：35名であった。実施当
日、被験者に対して今回の実験に関する説明を口頭と文章で
行い、同意書にサインを得た。なお、今回の研究は「国際武
道大学研究倫理指針（人に関する研究）」に準拠して行われ
たものである。 
 
３．質問項目および回答 
 アンケートはA 4 用紙 1 枚（別紙）で選択式、一部記述式
とした。質問は以下に示す 9 つの項目であり、その意図は、
主に着圧ウェアに対するイメージ、期待度、傷害との関連性
などを把握することであった。尚、質問⑦、⑧、⑨に関して
は、今回の目的にそぐわないため、割愛した。被験者には、
守秘義務の厳守および得られたデータは本研究目的以外には
使用しないことを説明し、データ使用の了承を得た。 
<質問項目> 
① 過去 3 年間に行ってきたスポーツの目的について 
② スキンズの着圧ウェアに対してのイメージについて 
③ 着圧ウェア使用の有無について 
④ 着圧ウェアに対する期待について 
⑤ 過去 3 年間の傷害の有無について 
⑥ 過去 3 年間に受けた傷害の部位について 
⑦ 現在の傷害の状況について 
⑧ 現在抱えている傷害に対する治療方法について 
⑨ 利き手、利き足について 
 
Ⅳ．結果 
 
 以下、それぞれの項目について、項目ごとの人数、全体に
占める割合などを表とグラフを用いて示した。 
 
①過去 3 年間に行ってきたスポーツの目的について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 人数別スポーツ活動の目的 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 割合別スポーツ活動の目的 
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 過去 3 年間に行ってきたスポーツの目的について複数回
答で問うたところ、合計で470の意見が得られた。「趣味・
娯楽」と回答した被験者が250人で全体の53％を占め、「競
技力向上」が107人で23％、「痩身・減量」が72人で15％を
占めた結果となった。「その他」について、その内容を抽出
すると、健康増進、ストレス解消、交友関係の強化、仕事と
してなどのような回答があげられた（図 1 、2 ）。 
 
②着圧ウェアに対してのイメージについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 人数別着圧ウェアに対するイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 割合別着圧ウェアに対するイメージ 
 
 スキンズの着圧ウェアに対してのイメージについて複数回
答で問うたところ、合計で490の意見が得られた。「疲れに
くくする」と回答した被験者が245人で全体の50％を占めた。
また「血液循環の促進」および「競技力向上」と回答した被
験者は、前者が96人で20％、後者が93人で19％を占め、ほ
ぼ等しい結果となった（図 3 、4 ）。本調査の被験者におけ
る運動時間および頻度などは把握できないが、自発的に参加
を申し込んだ経緯から推察すると日頃からスポーツを積極的
に行っていることが予想される。その様な参加者の２人に１
人が「疲れにくくする」といった回答を寄せたことは、非常
に興味深い結果であり、今後着圧ウェアについて検討する時
の重要なポイントとなるであろう。「その他」については、
疲労回復、姿勢矯正、UVカット、筋肉のサポート、リカ
バー力などとのような回答があげられた。      
 
③着圧ウェア使用の有無について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 人数別着圧ウェア使用の有無 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 割合別着圧ウェア使用の有無 
 
 着圧ウェア使用の有無について問うたところ、「常に使用
する」と回答した被験者が116人で全体の31％を占め、「た
まに使用する」が206人で全体の55％、「持っているが使用
しない」が 5 人で 1 ％、「使用したことがない」が50人で
13％を占めた（図 5 、6 ）。今回の被験者の87％は何らかの
着圧ウェアを所持しており、そのほとんどが使用している結
果となった。 
 
④着圧ウェアに対する期待について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 人数別着圧ウェアに対する期待 
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図８ 割合別着圧ウェアに対する期待 
 
 ③の質問に対して、「常に使用する」、「たまに使用する」
と回答した被験者（全体の86％）に対して、着圧ウェアに
何を期待しているのかを複数回答で問うたところ、合計で
425の意見が得られた。「疲労軽減」「疲労回復」と回答した
被験者は、171人で、全体の40％を占め「パフォーマンスの
向上」が77人で、全体の18％、「傷害の予防」「関節や筋の
サポート」はそれぞれ42人で、全体の10％を占めた（図 7 、
8 ）。これらの結果は、着圧ウェアを開発したメーカーが情報
として提供しているもの4)とほぼ一致していた。 
 
⑤過去 3 年間の傷害の有無について 
 
図９ 人数別傷害の有無 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図10 割合別傷害の有無 
 
 過去 3 年以内に、手術を受けたり、骨折や重度の怪我を
して 1 ヶ月以上安静にしていたために、身体が思うように
動かせなくなったりした事の有無について問うたところ、
「はい（有）」と回答した対象者は59人で全体の16％、「いい
え（無）」と回答した対象者は318人で全体の84％と、大半
の被験者は傷害を有していなかった（図 9 、10）。 
 
⑥過去 3 年間に受けた傷害の部位について 
 
 ⑤の質問に対して、「はい（有）」と回答した被験者（全体
の16％）に対して、それらに該当する部位を複数回答で問
うたところ、合計で65の意見が得られた。「足、足首、下
腿」が19人と全体の29％を占め、次に多いのが「膝」で 8 
人、12％を占めた。両者を合わせると41％になり、ほぼ半
数近くを占めている（図11、12）。下肢は、運動時に体重が
加わるため、上肢、体幹に比べ負担が多くかかる。このよう
な結果は妥当なものであると思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図12 割合別受傷部位 
  
     図 11 人数別受傷部位 
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Ⅴ．考察 
 
 今回行ったアンケート調査結果（質問項目②）によると、
一般のスポーツ愛好家の着圧ウェアに対するイメージは、疲
れにくくする（245人で全体の50％）、血液循環を良くする
（96人で全体の20％）、競技力を向上する（93人で全体の
19％）であり、 3 項目で90％近くを示している。特に「疲
れにくくする」と回答した人は、全体の半数にもおよんだ。
本結果より被験者の多くは、疲労解消または軽減を期待して
いるようである。被験者が期待する疲労の軽減とは一体どの
ようなメカニズムで起こるのであろうか。まず、生理学的に
疲労について検討してみる。 
 人は骨格筋の活動により、運動を遂行できる。持続的な筋
活動には、ATP（アデノシン三リン酸）と十分な酸素が必要
とされる。酸素は呼吸器系により外界から取り入れられ、循
環器系によって全身の細胞に運ばれる。一方、毎日の食事か
ら摂取した食物は消化器系である胃や小腸で、消化分解され
体内に吸収される。吸収された栄養素は、解糖系やクエン酸
回路を経てATP産生に関与する。それらの過程を一般にエネ
ルギー代謝と呼んでいるが、疲労との関係で注目しておきた
い事柄は、代謝が行われるとATPと引き換えに、代謝産物と
して体にとって不要な物質が排出されることである。人体は、
この物質を排出還元する能力をあわせ持っている。これが、
生体の恒常性（ホメオスターシス）であるといえよう。持続
的に代謝が行われるには、酸素が必ず必要とされ、その酸素
は、血流によってのみ組織に運ばれる。従って代謝の良し悪
しの条件として血流が関与することは当然のことである。血
流が良いと酸素や栄養素が活動筋に十分に供給され、また代
謝産物も還元される。このことは、筋細胞内環境の入力
（input）と出力（output）のバランスがとれ、生体の恒常性
が保たれることを意味する。ここでいう出力とは、生体が排
出する全ての事象である。血流を良くすることで出力を積極
的に促し、代謝産物の排出還元に寄与することで疲労を軽減
できると思われる。 
 ここで、アンケートの結果に戻って検討してみると、「疲
れににくくする」ということは、代謝によって体内に排出さ
れた不要な物質の蓄積を防ぐこと、または積極的に排出する
ことであると筆者は考える。従って「着圧ウェアを履くこと
で、血流が良くなる」と言い換えられるのではなかろうか。
実際に、医療用弾性ストッキング、着圧ウェアの使用目的は、
静脈還流の促進がその大部分を占めている。このことはアン
ケート結果からも、メーカー側の意図と利用者側の意図が一
致していることが伺える。先行研究では、着圧ウェアの効果
に関する報告が数多くある。前述したように、呼吸および循
環系に関する報告は今回の被験者がイメージしている「着圧
ウェア＝疲労の軽減」に結びつく可能性が示唆される。 
 以降、医療用弾性ストッキングと着圧ウェア（スポーツ用
弾性ストッキング）について説明し、その後いくつかの論文
を引用して生理学的効果について検討してみる。      
医療用弾性ストッキングについて 
 医療現場における弾性ストッキングは、静脈機能不全（静
脈還流障害）に対する保存的治療法の一つとして、以前から
医療現場で行われてきた。特に深部静脈血栓症において、そ
の予防と治療に効果を得ている。使用目的は、静脈うっ滞を
軽減させること、うっ滞および静脈拡散の結果生じる内皮の
損傷を軽減させることにある。これら目的を果たすために弾
性ストッキングは段階的圧迫法をとっている。具体的には足
関節部の圧が最も高く、大腿部に向かうに従って、その圧は
低くなっている。Sigel2)らは、足関節、下腿、膝部、大腿遠
位部、大腿近位部において、それぞれ18,14,8,10,8mmHgの圧
を加えることにより、大腿静脈の血流速度を138％増加する
と報告している。またSmith3)らは、弾性ストッキングを使用
した群では、使用しなかった群に対して、手術終了時の膝窩
静脈の径を有意に減少させ得ることを報告している。このよ
うに、弾性ストッキングは、段階的圧迫により弁機能を補い、
また下肢全体を圧迫することで静脈血管径の縮小することで
血流を速め、静脈うっ滞を軽減させることことに貢献してい
る。 
 
スポーツ用弾性ストッキング（着圧ウェア）について 
 スポーツ用弾性ストッキングは、前述した医療用弾性ス
トッキングを応用したものと思われる。つまり、段階的圧迫
をかけ、下肢全体を覆うことにより、弁の補助的な役割およ
び静脈径の縮小を狙ったものである。最近では、このような
効果を応用した着圧ウェアの開発はなされ、多くの商品が国
内外のメーカーより販売されている。医療用弾性ストッキン
グとの違いは、まずその対象者である。医療用弾性ストッキ
ングは、主に静脈機能不全患者を対象に用いられるが、着圧
ウェアは主にスポーツ愛好家やアスリートのような健常者で
ある。また使用目的も両者間で異なる。特に着圧ウェアの使
用目的は、血流促進によるパフォーマンスの向上や疲労の軽
減、また着圧による筋肉および関節のサポートなどがあげら
れる4
）
。 
 
運動時の呼吸・循環応答に及ぼす影響 
 伊藤ら5)は、健康な成人 7 名を対象に、自転車エルゴ―
メーターを用いたランプ運動負荷テストを行い、 1 ）弾性
ストッキング圧の変化、 2 ）深部静脈血流促進効果、 3 ）
下肢圧迫時の形態評価について検討を行った。その結果、 
1 ）に関しては、安静時においては、25.5±8.7hPaの圧迫圧
が、運動中のその幅は、安静時と比較して、 1 ～11hPaの範
囲であった。 2 ）に関しては、下肢静脈エコー検査で測定
した結果、大腿静脈径は、非着用時で5.5±0.6mm、着用時
で5.7±0.5mmであった。また大腿静脈ピーク血流速度は非
着用時で20.3±5.8cm/s、着用時で23.5±8.0cm/sであった。 
3 ）に関しては、非着用時と着用時の下腿部のMIR画像を、 
2 人の整形外科医によって血管を中心に視覚評価した結果、
明らかな差異を指摘することができなかった。伊藤ら5)は、
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弾性包帯の着用で下肢が圧迫され、運動時の下腿静脈血流量
が減少すると想定した。しかしながらその効果は、静脈エ
コー検査やMRI検査からは明確にならなかったとしている。
一方で、Ibegbuna V6)らは、静脈疾患患者において、歩行中
に弾性包帯を着用した際に、静脈のうっ滞が抑制されると報
告している。筆者が推察するに、静脈疾患患者は、弁の機能
異常および血管壁の柔軟性の拡大により、健常者よりうっ滞
が促進している。そのような状態に対しては、効果を発揮す
る可能性があるが、正常な静脈に対してはそれ以上に径が縮
小されないと思われる。また、今回着用した弾性ストッキン
グは医療用のもので、スポーツ用の弾性ストッキングより圧迫
圧が高いため、その効果が顕著にあらわれると予想されたにも
関わらず、結果は機能及び形態に明らかな差異を認めなかった。
これらの報告に関しては、さらなる検討が期待される。 
 
運動時の抹消血行動態に及ぼす影響 
 村瀬ら7)は、健康な成人男性14名を対象に、直立および座
位姿勢にて自転車エルゴメーターを用いたランプ運動負荷テ
ストを行い、段階的弾性ストッキング（アルケア社製）着用
による下肢圧迫が、運動中の酸素摂取量や心拍数および活動
筋における筋酸素動態に及ぼす影響を検討した。測定項目は、 
1 ）代謝測定器を用いて、breath-by-breath法により、無酸素
性作業閾値（AT）時およびピーク時の分時換気量、酸素摂
取量、二酸化酸素排出量、心拍数であり、 2 ）近赤外分光
装置を用いて、外側広筋および腓腹筋の酸素化ヘモグロビン、
脱酸素化ヘモグロビン、総ヘモグロビン、組織酸素化指数で
あった。いずれの測定も、ストッキング着用群（T群）と非
着用群（C群）に分け、得られた結果を分析した。その結果、 
1 ）に関しては、直立および座位姿勢に関わらず、全ての項
目においてT群とC群との間に有意な差を認めなかった。 
2 ）に関しては、座位姿勢での自転車ペダリング運動では、
安静時の腓腹筋においてC群と比較してT群で組織酸素化指
数の有意な高値を示したが、運動時における外側広筋および
腓腹筋の全ての指標において有意な差を認めなかった。一方
で直立姿勢における自転車ペダリング運動では、C群とT群
を比較して外側広筋においていずれの指標とも優位な差を認
めなったが、腓腹筋において全ての指標が有意な差を認めた。
さらに、腓腹筋の組織酸素化指数は低強度運動時ほど、C群
とT群のとの差が有意に大きかった。村瀬ら7) が行った実験
は､自転車エルゴメーターを用いて､疲労困憊まで運度を行っ
た｡一方、Bringard A8) らは、低速度での走行中において、エ
ネルギー消費量が有意に減少するが高速度では変化が認めら
れないと報告している。また、Berry MJ9) らは、最大酸素摂
取量の110％強度の走行を 3 分間実施した後の回復期におけ
る酸素摂取量、心拍数、乳酸濃度には変化を認めなかったと
報告している。このことは、低負荷の運動時、すなわち活動
筋が小さいときには弾性ストッキングの効果が認められるが、
活動筋が大きくなるにつれて、筋ポンプ作用も増強するため、
その効果は認められなかったと推察できる。村瀬ら7) の報告
も、先行研究と一致することが確認された。 
 
下腿最大周径、自覚的疲労度、最大トルク、仕事量、平均パ
ワーに及ぼす影響 
 名塚ら10) は、健常な大学ラグビー選手を対象にパンスト
タイプの段階的弾性ストッキング（レガシスト、アルケア社
製）を着用させ、BIODEXにより足関節の底背屈運動を70回、
角速度180DEG/SECで行わせた前後の下腿最大周径、自覚的
疲労度などに関する報告をしている。測定項目は、 1 ）運
動負荷前後で下腿最大周径の変化、 2 ）運動負荷試験直後
の自覚的疲労度、 3 ）最大トルク（Nm）、仕事量、平均パ
ワーの減衰率であった。被験者は弾性ストッキング着用時、
非着用時の  2 回測定し前後で得られた結果を検討した。 
1 ）に関しては、非着用群の10人中 9 人が周径囲の増加を認
めた。これに対して、着用群の増加は、10人中 3 人であり、
両者においては、有意な変化が認められた。 2 ）に関して
は、非着用群に対して着用群の方が、自覚的疲労度は低かっ
たが、両者においては、有意な変化は認められなかった。 
3 ）に関して、最大トルクの減衰率および仕事量の減衰率は、
有意な差は認められなかった。平均パワーの減衰率は、11
～20回の間のみ、有意な差を認めたと報告している。 
 本研究の意義は、アスリートを被験者に用いたこと、 1 
分間の最大努力での運動であったため、強度が非常に高かっ
たこと、また使用した弾性ストッキングが大腿部まで段階的
に圧迫されているパンストタイプであったことが挙げられる。
先行研究では、健康成人11) および入院患者12) を対象に弾性
ストッキングを装着し、その圧迫効果により下肢周径囲の減
少を明らかにしている。平井ら13) によると、浮腫の改善は
弾性ストッキングの段階的圧迫により血液と組織間液が毛細
血管壁を介するときの静水圧と膠質浸透圧のバランスが良く
なることにより、ろ過の減少と再吸収の増加が起こるものと
考えられている。その結果、周径の増加が抑制されたと考え
られる。名塚ら10) は、弾性ストッキング着用時の場合、最
大運動後の下腿周径囲の増加が認められなかったと報告して
いる。このことは、健康成人、入院患者、アスリートと対象
が異なっても同様の効果が得られることが理解できるであろ
う。 
 以上、 3 つの論文を引用して検討した結果、いずれの報
告においても、着圧ウェアの生理学的効果はさほど認められ
なかった。そもそも着圧ウェアは医療用弾性ストッキングを
応用したものであり、本来の目的とは異なっている。すなわ
ち、対象者が何らかの疾患により、下肢静脈プーリングの増
強、静脈還流の低下が認められた場合に、低下した機能を補
うための補助的手段として開発されたものである。したがっ
て、身体構造の正常な健康成人およびアスリートの場合は、
それ以上の質的改善をされるものではない。また対象者の活
動筋が小さいときには着圧ウェアの効果が認められるが、強
度が上昇するに応じて筋ポンプ作用も増強するため、その効
果は認められなかったと推察できる。これらのことが、アス
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リートにとって着圧ウェアの効果が認められない要因の一つ
であると考える。しかし、今回は神経系に関する報告は検討
していない。最大トルク、仕事量、平均パワーなどのパ
フォーマンスに関する結論は、さらに検討を加える余地はあ
るであろう。 
 
Ⅵ．まとめ 
 
 スポーツ用弾性ストッキング（着圧ウェア）は、医療用弾
性ストッキングの効果（筋ポンプ作用の増強および微小循環
の改善）に着眼し、スポーツ愛好家、アスリートの疲労回復、
パフォーマンス向上などに応用したものであり、理論上、医
療用とほとんどその効果は変わらない。本研究は、自らの意
思において参加を申し出たスポーツ愛好家を対象に、スポー
ツを行う目的、着圧ウェアに対するイメージなどに対するア
ンケートを実施した。さらに、その結果を考慮して、着圧
ウェアに関する先行研究を引用して生理学的効果について検
討を行い、以下のようなことが明らかになった。 
1. スポーツを行う目的は、「趣味・娯楽」が53％を占め
た。また「競技力向上」が23％、「痩身・減量」が15％
であった。 
2. 着圧ウェアに対してのイメージは、「疲れにくくする」が
50％を占めた。また「血液循環の促進」が20％、「競技
力向上」が19％であった。 
3. 着圧ウェア使用の有無について、「常に使用する」が
31％を占め、「たまに使用する」が55％で、両者を合わ
せると86％であった。 
4. 着圧ウェアの自転車ペダリング運動中における影響に関
して、伊藤ら5) の報告では、下肢静脈エコー検査および
MRI検査において、機能および形態的に明らかな差は認
められなかった。 
5. 着圧ウェアの自転車ペダリング運動中における影響に関
して、村瀬ら7) の報告では、心拍数および酸素摂取量に
おいて明らかな差は認められなかった。一方、下腿筋の
酸素飽和度に関しては、高強度の運動時には影響を示さ
なかったが、中低強度以下の運動時には腓腹筋において、
飽和度が増加していた。 
6. 着圧ウェアの足関節の底背屈運動中における影響に関し
て、名塚ら10) の報告では、下腿最大周径の増加を抑制す
ること、自覚的疲労度が軽減することが認められた。一
方、最大トルク、仕事量、平均パワーにおいて明らかな
差は認められなかった。 
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ＩＤ〔        〕                   記入日     年  月  日 
 
スポーツによる怪我や痛みについてのアンケートにご協力ください。 
以下の質問を読んで、あなたの答えにもっとも当てはまる項目の番号に○を付けるか、または適切な語
句や数値を記入してください。 
 
ア．過去３年以内に行ってきたスポーツの目的は？ 
１．競技力向上 ２．趣味・娯楽 ３．痩身・減量 ４．筋力増強 ５．リハビリ 
６．その他（具体的に記入してください） 
                                          
イ．スキンズの着圧ウエアに対して抱いているイメージは？ 
１．競技力を向上する ２．疲れにくくする ３．汗を出す ４．脂肪を燃やす 
５．潜在的な体力を引き出す ６．血液循環を促進する ７．特にない 
８．その他（具体的に記入してください） 
                                          
ウ．これまでに着圧ウエアを使用したことがありますか？（スキンズ社製以外でもかまいません） 
１．常に使用する ２．たまに使用する ３．持っているが使用しない ４．いいえ 
エ．「ウ」の質問に対して「１」と「２」を選んだ人への質問です。着圧ウエアを使用する 
とき、着圧ウエアに何を期待しますか？具体的に記入してください。 
                                          
オ．過去３年以内に、手術を受けたり、骨折や重度の怪我をして１ヶ月以上安静にしていたために、 
身体が思うように動かせないことがありましたか？ 
１．はい ２．いいえ  
カ．「オ」の質問に対して「１」を選んだ人への質問です。それらに該当する部位の番号にすべて○を 
付けてください。                         
１．頭、首、顔、耳 ２．胸部、腹部 ３．肩、鎖骨、上腕、背中上方部 ４．肘  
５．手首、手指、前腕、拳 ６．腰部、背中下背部 ７．骨盤、大腿部 ８．膝  
９．足、足首、下腿、10．鼻、のど、気管、肺 11．心臓、血管系 12．胃腸、消化器系  
13．肛門部、痔 14．肝臓、腎臓、その他内臓  
15．その他、具体的に記入してください。 
                                          
キ．以下のいずれかの障害をもっている人は、そのすべてに○を付けてください。 
  １．腰痛 ２．首や肩の痛み ３．変形性膝関節症 ４．アキレス腱痛 
  ５．その他、具体的に記入してください。 
                                          
ク．何らかの慢性的な障害をもっていることで、医師の治療を受けている人は、具体的にどのような 
治療であるかを記入してください。 
                                            
ケ．あなたの利き手、利き脚にそれぞれ○を付けてください。 
  利き手｛１：左・２：右｝  利き足｛１：左・２：右｝  
 
アンケートへのご協力ありがとうございました。 
